
お 知 ら せnformation

生
活
相
談

催
　
　
し

　

身
近
な
玄
関
先
か
ら
“
花
と

緑
の
ま
ち
づ
く
り
”を
め
ざ
す
、

し
ょ
う
ば
ら
花
会
議
が
主
催
す

る
「
２
０
１
３
秋
庄
原
さ
と
や
ま

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」が
、10
月
５

日
・
６
日
・
13
日
・
14
日
・
19
日
・
20

日
・
26
日
・
27
日
の
全
８
日
間
公
開

さ
れ
ま
す
。

　

公
開
庭
園
は
23
庭
で
、そ
れ
ぞ

れ
の
庭
の
状
況
に
よ
っ
て
庭
主
が

公
開
日
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
し
ょ
う
ば
ら
花

会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

shobaraflow
er.blogspot.jp/

）

ま
た
は
庄
原
市
観
光
協
会
（
☎

０
８
２
４
‐
７
５
‐
０
１
７
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
領
お
い
で
ん
祭
２
０
１
３

　

２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
総
領

町
最
大
の
お
祭
り
「
総
領
お
い
で

ん
祭
」。地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
披
露
や
特
産
品
な
ど
の
出

店
の
ほ
か
、一
度
に
一
石（
１
５
０

㌔
）の
餅
を
巨
大
な
杵
と
臼
で
つ

き
あ
げ
る
「
世
界
一
の
餅
つ
き
」

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。恒
例
の
ラ

ジ
オ
公
開
録
音
で
は
、ジ
ェ
ロ
さ

ん
と
さ
く
ら
ま
や
さ
ん
の
二
人
が

ゲ
ス
ト
出
演
す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
は
、前
夜
祭
と
し
て
総
領

自
治
振
興
区
主
催
の
神
楽
も
行
わ

れ
ま
す
。皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

10
月
６
日
㈰

９
時
50
分
～
15
時
30
分

前
夜
祭（
神
楽
）は
10
月
５
日
㈯
16

時
頃
～

と
こ
ろ　

総
領
支
所
裏
芝
生
広
場

問
い
合
わ
せ

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会（
総
領
支
所
産
業
建
設
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
８
８
‐
３
０
６
５

※
前
夜
祭（
神
楽
）は
総
領
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
２
４
‐

８
８
‐
３
０
６
７
）ま
で
。

第
21
回
比
和
や
ま
び
こ
祭

　

比
和
牛
供
養
田
植
を
は
じ
め
と

し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、広
島
牛

の
丸
焼
き
な
ど
の
各
種
バ
ザ
ー
や

特
産
品
が
勢
揃
い
し
ま
す
。「
か
ら

だ
い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
」「
ツ
ー

リ
ン
グ
ト
ラ
イ
ア
ル
in
比
和
大

会
」も
同
時
開
催
。広
島
百
山
「
福

田
頭
」な
ど
の
山
々
の
風
景
を
見

な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
６
日
㈰

と
こ
ろ　

比
和
総
合
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ　

比
和
や
ま
び
こ
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
比
和
支
所
産
業
建
設
室
）

☎
０
８
２
４
‐
８
５
‐
３
０
０
０

オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
～
県

北
の
声
楽
家
た
ち
に
よ
る
演
奏
会
～

　

三
次
を
舞
台
と
す
る
新
作
オ
ペ

ラ
「
い
の
う
も
の
の
け
」で
の
共

演
を
き
っ
か
け
に
、県
北
の
歌
い

手
が
県
北
の
地
で
共
に
活
動
し
て

い
こ
う
と
結
成
さ
れ
た
「
こ
ご

み
の
会 

ソ
リ
ス
ト
・
オ
ペ
ラ
合
唱

団
」に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

と
き　

９
月
21
日
㈯

18
時
30
分
～
（
開
場
18
時
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

入
場
料

２
０
０
０
円(

当
日
２
５
０
０
円
）

※
高
校
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

○
第
１
部　

世
界
名
曲
の
旅

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
メ
リ
カ
編
）

「
サ
ン
タ
ル
チ
ア
」「
野
ば
ら
」ほ
か

○
第
２
部

オ
ペ
ラ「
カ
ル
メ
ン
」ハ
イ
ラ
イ
ト

フ
ラ
メ
ン
コ　

岩
田
玲
子(

ゲ
ス

ト)チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

庄
原
市
民
会
館
、食
彩
館
ゆ
め
さ

く
ら
、ジ
ョ
イ
フ
ル
、ザ
・
ビ
ッ
グ

庄
原
店
、サ
ン
グ
リ
ー
ン
、Ｃ
Ｃ
プ

ラ
ザ

特
典
※
市
民
会
館
で
の
購
入
限
定

○
先
着
２
０
０
人
、ま
た
は
一
度

に
３
枚
以
上
ご
購
入
の
方
に
限
り

入
場
料
10
％
割
引　

○
友
の
会
会
員
の
方
は
右
記
割
引

に
加
え
10
％
割
引

※
要
予
約
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
８
８

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
特
命
大
使
講

演
会

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
駐
箚
特
命
全

権
大
使
・
高
橋
博
史
さ
ん
に
よ
る

「
紛
争
地
に
お
け
る
勤
務
」と
題
し

た
、講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

最
も
危
険
な
中
東
・
南
ア
ジ
ア

で
、日
本
の
国
益
の
た
め
に
日
夜

心
身
を
削
っ
て
挑
ん
で
い
る
外
交

官
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
大
き
な

平
和
を
も
た
ら
す
た
め
、使
命
感

で
働
く
外
交
官
の
“
生
の
声
”。私

た
ち
日
本
人
の
平
和
な
生
活
が
い

か
に
大
切
か
、紛
争
の
な
い
国
が

い
か
に
幸
せ
か
、身
を
持
っ
て
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
５
日
㈯

15
時
30
分
開
演

と
こ
ろ

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

三
次
市
十
日
市
東
３
‐
14
‐
１

問
い
合
わ
せ

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
備
北
協

議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
１
２
３
９

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

[

肢
体]
９
月
19
日
㈭

受
付

　
13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
庄
原
地
域
］

○
身
体　

10
月
21
日
㈪

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

［
西
城
地
域
］

○
身
体
・
知
的　

10
月
12
日
㈯

と
こ
ろ

西
城
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

９
月
19
日
㈭
・
10
月
17
日
㈭

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

９
月
27
日
㈮
・
10
月
25
日
㈮

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

９
月
17
日
㈫
・
10
月
15
日
㈫

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

９
月
11
日
㈬
・
10
月
９
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

９
月
17
日
㈫
・
10
月
１
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

10
月
10
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

10
月
３
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き　

９
月
26
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

口
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
受
け
付
け
は
14
時
45
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

三
次
市
文
化
会
館

相
談
内
容　

民
事
（
不
動
産
、登

記
、金
銭
、交
通
事
故
、損
害
賠
償

な
ど
）、家
事
（
相
続
、遺
産
分
割
、

夫
婦･

親
子
関
係
、遺
言
な
ど
）

問
い
合
わ
せ

広
島
地
方
検
察
庁
三
次
支
部

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
３
１
７

　

人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

　

小
学
校
で
21
年
間
の
教
師
経
験

を
持
つ
講
師
が
、子
育
て
や
学
校

教
育
に
お
け
る
「
真
の
人
権
教
育

の
大
切
さ
」を
語
り
ま
す
。

　

教
育
現
場
で
得
た
子
ど
も
た
ち

と
の
さ
ま
ざ
ま
な
感
動
体
験
を
交

え
な
が
ら
、親
や
地
域
の
大
人
が

今
こ
そ
認
識
す
べ
き「
人
権
意
識
」

に
つ
い
て
、真
剣
に
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

と
き

10
月
２
日
㈬　

18
時
30
分
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
師　

仲
島　

正
教
さ
ん

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係　

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
１
１
２
３

庄
原
さ
と
や
ま　
　
　
　
　

　
　
　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

●
高
野
地
域

と
き　

10
月
８
日
㈫

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
総
領
地
域

と
き　

10
月
９
日
㈬

９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
２
５
７
２

法
務
局
休
日
相
談

　

法
務
局
が
本
年
度
新
た
に
開
設

す
る
休
日
相
談
所
で
す
。

と
き　

10
月
６
日
㈰

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

広
島
法
務
局
三
次
支
局

（
三
次
市
三
次
町
１
０
７
４
）

相
談
内
容　

遺
言
、登
記
、筆
界
、戸
籍
、供
託
、

人
権

問
い
合
わ
せ

広
島
法
務
局
三
次
支
局

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
５
０
７
０

法
律
相
談

　

広
島
地
方
検
察
庁
三
次
支
部
が

行
う
無
料
法
律
相
談
で
す
。

と
き　

10
月
８
日
㈫

10
時
～
15
時

ち
ゅ
う
さ
つ
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備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

１
０
０
品
種
１
５
０
万
本
の

「
コ
ス
モ
ス
」

　
　

公
園
の
秋
の
主
役
は
「
コ
ス

モ
ス
」。国
内
最
大
級
の
１
０
０
品

種
の
コ
ス
モ
ス
が
９
月
中
旬
か
ら

10
月
中
旬
に
か
け
て
「
花
の
広

場
」に
咲
き
広
が
り
ま
す
。一
面
に

咲
き
広
が
る
コ
ス
モ
ス
は
背
の
低

い（
矮
性
種
）ド
ワ
ー
フ
セ
ン
セ
ー

シ
ョ
ン
。人
気
の
「
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
コ
ス
モ
ス
」や
花
弁
の
形
、色
な

ど
変
化
が
楽
し
め
ま
す
。ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

　　

秋
ま
つ
り
期
間
中
の
週
末
、祭

日
を
中
心
に
手
軽
に
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

毎
年
好
評
の
「
神
楽
公
演
」は
８

日
間
開
催
し
ま
す
。迫
力
の
舞
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、ひ
ば
の
里
で
の
「
食
体

験
教
室
」、「
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室
」

も
手
作
り
の
良
さ
を
体
感
で
き
ま

す
。そ
の
ほ
か
に
も
、花
の
広
場
で

の
「
花
コ
ン
サ
ー
ト
」、子
ど
も
た

ち
に
大
人
気
の「
ふ
わ
ふ
わ
遊
具
」

や
「
カ
ヌ
ー
体
験
」、「
ノ
ル
デ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
」な
ど
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
体
験
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
13
日
に
は
音
楽
と
花
火
の

祭
典「
備
北M

U
S

IC
 F

E
S

T
IV

A
L

」（
有
料
）を
開
催
し
ま
す
。

42
・
１
９
５
ｋ
ｍ
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者　

募
集
中
!!

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
を
た

す
き
で
つ
な
い
で
走
る
ユ
ニ
ー

ク
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す
。

と
き　

10
月
27
日
㈰

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場
お
よ
び
そ
の
周
辺

申
込
締
め
切
り

10
月
15
日
㈫
必
着

※
有
料
で
す

申
し
込
み

42
・
１
９
５
ｋ
ｍ
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
協
会
西
日
本
支
部　

０
１
２
０
‐
８
４
６
‐
５
９
８

※
「
秋
ま
つ
り
２
０
１
３
」の

詳
細
は
、
電
話
ま
た
は
公
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

秋もイベント目白押し！

「秋まつり 2013」
9月14日（土）～10月20日(日)

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全
国･

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共
催
す
る
各

種
大
会
な
ど
の
上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

全
国
大
会

全
国
中
学
校　
　
　
　
　
　

体
育
大
会（
柔
道
）

（
８
月
18
日
～
21
日
・
三
重
県
伊
勢

市
）

●
男
子
個
人
90
㎏
超
級

森
川　

星
河（
口
和
中
３
年
）

全
国
教
職
員
剣
道
大
会

（
８
月
12
日
・
和
歌
山
市
）

●
団
体

田
淵　

秀
彦
（
西
城
町
）

②
ベ
ッ
ド
上
や
車
椅
子
に
座
っ
た

際
の
姿
勢
の
整
え
方

定
員

30
人
程
度
（
人
数
制
限
あ
り
）

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
の

場
合
は
、住
所
・
名
前
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
５
１
４
１

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
６
２
‐
０
９
５
４

庄
原
市
文
芸
大
会
作
品
募
集

　

庄
原
市
文
化
協
会
で
は
次
の
と

お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
作
品　

①
短
歌
②
俳
句
③
川
柳
④
現
代
詩

応
募
資
格　

庄
原
市
民
（
市
内
の
文
芸
サ
ー
ク

ル
に
所
属
の
人
を
含
む
）

応
募
方
法　

　

自
作
の
未
発
表
作
品
を
は
が
き

に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。た

だ
し
、現
代
詩
は
原
稿
用
紙
に
書

い
て
封
書
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

（
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
可
）

※
応
募
は
一
部
門
の
み
で
重
複
は

で
き
ま
せ
ん
。

応
募
先　

○
短
歌
（
一
人
一
首
）

林　

武
志（
川
手
町
１
３
１
８
‐
３
）

○
俳
句
（
一
人
二
句
）

白
川
牧
子（
三
日
市
町
１
５
９
‐
１
）

○
川
柳
（
一
人
五
句
）

桑
原
知
樹（
川
手
町
５
９
７
‐
２
）

○
現
代
詩
（
一
人
一
篇
）

田
中
虎
市（
高
茂
町
16
）

応
募
期
限

10
月
12
日
㈯
必
着

そ
の
他　

11
月
16
日
㈯
の
大
会
で
部
門
ご
と

に
優
秀
作
品
８
点
を
選
び
表
彰
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会　

林　

武
志　

☎
０
８
２
４
‐
７
２
‐
３
２
８
６

エ
ソ
ー
ル
ひ
ろ
し
ま
大
学　
　

基
礎
講
座
受
講
生
募
集

　

一
人
一
人
が
家
庭
、学
校
、職

場
、地
域
な
ど
の
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
お
互
い
に
協
働
し
て

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
で
き

る
人
材
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

応
募
締
め
切
り　

９
月
17
日
㈫

受
講
料　

３
千
円

そ
の
他　

１
歳
～
就
学
前
ま
で
の

幼
児
が
対
象
の
無
料
託
児
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）広
島
県
男
女
共
同
参
画
財

団〒
７
３
０
‐
０
０
４
３　

広
島
市
中
区
富
士
見
町
11
‐
６　

 

☎
０
８
２
‐
２
４
２
‐
５
２
６
２

ＦＡＸ
０
８
２
‐
２
４
０
‐
５
４
４
１

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

庄
原
市
説
明
会

　

集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型
肝

炎
の
救
済
手
続
き
に
つ
い
て
、Ｂ

型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
に
よ
る

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
患
者
の
方
、ご
家
族

が
Ｂ
型
肝
炎
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
、救
済
手
続
き
へ
の
参
加
を
検

討
し
て
い
る
方
な
ど
、弁
護
団
の

弁
護
士
が
直
接
対
応
し
ま
す
。お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
28
日
㈯

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
（
中
四

国
）弁
護
団
事
務
局

☎
０
８
２
‐
２
２
３
‐
６
５
８
９

　

学
習
目
的
に
応
じ
て
３
つ
の
講

座（
基
礎
講
座
・
応
用
講
座
・
専
科
）

か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

　

基
礎
講
座
は
、時
事
テ
ー
マ
を

は
じ
め
と
し
て
男
女
共
同
参
画
社

会
の
基
礎
的
な
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
、こ
れ
か
ら
の
生
き
方

や
暮
ら
し
方
を
す
て
き
な
も
の
に

し
て
い
く
た
め
に
、い
ろ
い
ろ
な

発
見
が
で
き
る
講
座
で
す
。

開
講
期
間　

10
月
～
12
月
（
計
６

回
）原
則
月
２
回
土
曜
日
開
講

13
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

エ
ソ
ー
ル
広
島

（
広
島
市
中
区
富
士
見
町
11
‐
６
）

対
象　

県
内
在
住
ま
た
は
通
勤
の
方

定
員　

25
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

は
つ
ら
つ
介
護
教
室 

参
加
者
募
集

　

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

で
は
、地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
と
し
た
介
護
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　

10
月
３
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校　

対
象

介
護
を
し
て
い
る
人
、こ
れ
か
ら

介
護
を
す
る
立
場
に
な
る
人

テ
ー
マ

「
毎
日
の〝
困
っ
た″
を
解
決
」

―
秋
・
冬
も
大
事
、高
齢
者
の
脱
水

予
防
―

内
容

①
嚥
下
の
困
難
さ
が
あ
る
方
へ
の

水
分
摂
取
の
工
夫

コスモス

神楽

リレーマラソン

備北丘陵公園だより

  　広報しょうばら｜２０１３．９月号｜ 2829｜２０１３．９月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。引き取りを希望する飼い主は、必ず
事前に広島県動物愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡してください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ

休日診療のご案内

口和郷土資料館　   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～17時

これは、昭和30年の初め頃に三洋電機㈱から発売された、ミ
ニュチア（MT）真空管を５本使用した中波放送受信用“５級スー
パーラジオ受信機”です。一般的には略して「５級スーパー」と言わ
れました。
電源は家庭で使う１００Ｖですが、大きくて重い電源トランス
を使わないトランスレス方式で、真空管や主要部品が小さく小型
で軽量です。茶色いプラスチック製のキャビネットの正面下側に
選曲用ダイヤルがあり、右側面には選曲ツマミ、左側面には電源ス
イッチ付の音量調整ツマミと蛍光灯のスイッチが付いています。
移動用の取手と、向きが自由に変えられる回転台、読書などに使え
る“ ６Ｗ蛍光灯” までも内蔵された、当時としては大変ユニークな
デザインです。感度が良いので電波事情の悪い当館でも、ＮＨＫや
ＲＣＣの放送が良く聴こえます。価格は約９千円で、当時の公務員
の初任給１ヵ月分程度でした。
これまでのラジオは、木製の大きなキャビネットに入った高価
なものでしたが、この頃からは10社を超えるラジオメーカーから
プラスチック製の小型ラジオが大量生産されるようになり、価格
も下がっていきます。それまでは大きなラジオ１台を家族で聴い
ていましたが、小型ラジオが普及して以来、個人でも手軽にラジオ
放送が楽しめるようになりました。
ラジオはその後真空管式からトランジスタ式となり、ますます
小型化して性能も向上していきますが、電子技術を応用した最初
の製品である「真空管式ラジオ」は、日本のエレクトロニクス技術
（産業）発展の原点といえます。

●東城地域

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

９月～10月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○癒やしの空間づくりkouza
　「秋の山野草　寄せ植え」
　とき　９月20日（金）
　　　　朝の部　10時30分～12時
　　　　昼の部　13時30分～15時30分
　参加費　2,000円　　定員　各15人
○郷土料理教室
　「中国山地の秋！ナバ料理」
　とき　10月16日（水）　10時～14時
　参加費　1,500円　　定員　30人
　
▶展示・催し物
○「創る喜び、草木とともに」ゆめさくら講座作品展
　とき　９月21日（土）～10月２日（水）
○庄原華道連盟「花展」　
　とき　10月５日（土）・６日（日）
○第32回広島さをり会手織り展「夢・ゆめ」
　とき　10月10日（木）～13日（日）
　　　　10時～17時（最終日13時まで）　　　

市街地の空き店舗を活用した、
各種展示ができる市民ギャラリーです。

第９回庄原絵手紙大賞作品展
とき　10月８日(火)～10日(木)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課医療予防係 ☎0824-73-1155

　献血を次のとおり実施します。
　本年度から血液製剤の安全性、製造効率、医療機関
の需要の観点から、400ml 献血限定で実施していま
す。
　皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

９月18日（水）庄原赤十字病院 11時30分～15時

9月15日（日）日伝医院 08477-2-2180
16日（月）東城病院 08477-2-2150
22日（日）三上クリニック 08477-2-1151
23日（月）瀬尾医院 08477-2-0023
29日（日）こぶしの里病院 08477-2-5255

10月 6日（日）細川医院 08477-2-0054

☎ 0824-75-4411

　１歳から９歳までの子どもの死亡原因で１番多いのは、病気で
はなく交通事故などの不慮の事故であることをご存知ですか？
　子どもの事故はさまざまで、年齢や発達段階と関連があります。
例えば、誤飲・窒息事故は０歳児に多く、ハイハイやつかまり立
ちが出来るようになると転落などの事故が増え、２歳児以上にな
ると行動範囲も広がり、交通事故や階段などからの転落事故が目
立ってきます。
　事故に遭わないためには前もって住環境を整えることが最も重
要です。そのためには親の気配りと家族全員が事故はいつでも起
こり得るという認識を深めることが必要です。

※これらの事例を紹介した
「こどもの救急」という冊
子を本庁・各支所に置いて
います。ご希望の方はお気
軽に問い合わせください。

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成25年７月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

母子保健コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

９月・10 月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

ごはん（米）を食べよう
米は昔から日本人の食生活に欠かすことの
できない大切な食べ物です。市内の小中学校
で実施される学校給食では、地元地域で収穫
された庄原産の米を毎日食べています。
今回は、ごはん（米）の魅力について考えて
みたいと思います。

[住民基本台帳登載人口]

人口　３９，０９３人（前年比－６８８人）　
男　　１８，４９０人（前年比－３２３人）　
女　　２０，６０３人（前年比－３６５人）　
世帯数　１５，９８２世帯（前年比－６６世帯）
[うち外国人]

人口　２７５人（前年比－２５人）

と　き　９月 24 日（火）12 時 15 分～ 55 分
　　　　【23 日が祝日のため】
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　藤

ふ じ わ ら

原　由
ゆ き

紀（エレクトーン）
曲　目　月の砂漠（オアシスの夜バージョン）
　　　　異邦人　ほか

広報日記

8 ページでご紹介した高校生議会。市内の高校
生たちが、真剣に真っ直ぐにまちづくりを考え
ている姿に心を打たれました。自分が高校生の
時にこうした形でまちづくりかかわる機会はな
かったですし、政治に関心もほとんどなかった
ので、すごいなと思うと同時にうらやましくも
感じました。彼らの思いを、私たちがしっかりと
つないでいかなければならないと、気持ちを新
たにしました。

▶藤原由紀…ヤマハ第20 回・21 回エレクトーンフェ
スティバル全日本大会で２位・６位入賞。第20 回同
インターナショナル大会入賞。大学４年時から10 年
間、財団法人ヤマハ音楽振興会広島支部ＪＯＣス
タッフとして16 歳以下の子どもたちに作曲・演奏を
指導。その後、フリーで幅広いアーティストと共演。
呉市出身。

	
引き取り日 時間 場所

庄原
地域

毎月第２ ・ ４水曜日

９月１１日・２５日

１０月　９日・２３日

９：００～　９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

子どもが「不慮の事故」に遭わないために

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。

●税務課収納係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

乳幼児に多い誤飲・窒息事故の予防策

⇒　39㎜以下の大きさのものは、床面から1㍍以上の高さの
　　場所に置く
⇒　飲み物の容器に食品以外のものを入れない
⇒　一口サイズの食品で、ある程度の硬さがあるものは切っ
　　て食べさせる（ミニトマト・ブドウ・みたらし団子・白    
　　玉団子・ゼリーなど）

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー ☎ 0824-72-0075 まで
と   き　１０月９日（水）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

10 月

自然によくかむ習慣がつく
ごはんの最大の特徴はお米
を粒のまま食べることです。
粒なので十分かまないと消
化されず自然に良くかむ習
慣がつきます。

どんな料理にもよく合う
ごはんのよさはどんな料理
にもよく合うことです。色々
なおかずと組み合
わせることができ、
日本の食卓を豊か
にしています。

太りにくい
ごはんは油や脂肪を使わず、
水をたっぷり吸わせて炊く

ので、量の割にはエ
ネルギーが低く、と
てもヘルシーな食べ
物です。

ゆっくり消化され腹持ちがよい
ごはん（米）は、周りが硬い
細胞壁で囲まれた粒なので、
消化・吸収がとても緩やかで
す。そのため、肥満や糖尿病
の予防に有効です。

小型真空管式ラジオ
蛍光灯

回転台
使用されているＭＴ真空管

大きさ：17㎝(高さ)、27㎝（幅）、16㎝（奥行）、2kg（重さ）

トイレットペーパーの芯を通る
ものは誤飲・窒息の危険 大

38㍉（±1）

  　広報しょうばら｜２０１３．９月号｜ 30 31｜２０１３．９月号｜広報しょうばら


